
（別紙３）

～ 令和6年11月8日

（対象者数） 20名 （回答者数） 18名

～ 令和6年11月8日

（対象者数） ５名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

特性に応じて支援の内容を充実させている

2

固定化しないための工夫

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域ボランティアの把握

2

3

地域交流が少ない コロナの影響によって外部との交流が難しい

工場見学や公園あそび、夏にはプールがあり屋外活動を充実

しており子どもたちにいろいろな体験を積んでもらっている

・子どもたちの自主的に遊べる環境づくり

・新しい体験、成功体験、失敗体験等自分で経験し、感じ、

考えていくための支援

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童の特性に応じて支援が出来ている 利用日の相談とスタッフの配置の調整を行っている(児童のし

たい遊び・活動の提供をしている)

○事業所名 フォーリーフイースト

○保護者評価実施期間 令和6年10月28日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年10日28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年12月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


